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Ⅱ.「 奄 美大島 の八月踊 り」につ いて

笹原亮二

1.は じめ に

　奄美大島・加計呂麻島・喜界島・徳之島の奄美群島北部に伝 わる八月踊 りは、これ らの地域

以外ではほ とん ども見 られない奄美独特の芸能です。私たち国立民族学博物館は、平成16

年(2004)か ら平成17年(2005)に かけて奄美大島で八月踊 りの映像取材 を行い、映像番組 「奄

美大島の八月踊 り」を製作 しま した。今 日、皆 さんにこの番組 を見ていただ くにあだ り、私

たちが どのよ うな考えに基づき、 どのよ うな意 図をもって映像取材や番組制作 を行 ったか

についてお話 ししてみたい と思います。

2.八 月踊 り とは?

　人月踊 りは、奄美大島・加計 呂麻島・喜界島 ・徳之島、あるいはそれぞれの島内においても

様 々な違 いがあることが従来か ら指摘 されてきま した。私たちが映像取材 を行 うといって

も、全ての踊 りを対象 とす るわけにはいきませんので、 どの地域の どの踊 りに対象 を絞れ

ばいいか とい うこ とが、大 きな問題 として浮上 して きま した。それは、言い換 えれ ば、私

たちが八月踊 りを差 し当た りどのよ うに理解す るか とい うことにな ります。

　 そこで先ず、私 たちが、従来の研 究者の八月踊 りに対す る理解 を踏 まえて、八月踊 りを

どのよ うに理解す るに至ったかについて、述べたい と思います。

　 八月踊 りはこれ まで多 くの研 究者に注 目され、論 じられて きま した。 民俗学や民俗芸能

研究の観点か らは、旧暦8月1の アラセツ・シバサシ・ドンガ とい う「み八月」の時期 に、各 「シ

マ」2の人々によって踊 られ るとい う、八月踊 りの年中行事的性格 に注 目した小野重朗 さん

(小野1995:257-268>、 そ うした年 中行事的性格に加 えて、テンポ ・ア ップ していく踊 り方

や歌掛 けとい った芸態的な特徴 に注 目した三隅治雄 さん(三 隅1976:95-107)、 み八月や盆

に火伏せ と豊年祭 とを兼ね て踊 られ るほか、疫気祓い として家々を巡って踊 られ る年 中行

事的・儀礼的性格 と共に、独特の太鼓 を用い、踊 り手が歌いなボ ら集団で輪になって踊ると

い う、三隅 さん以上に芸態 に注 目した本 田安次 さん(本 田1991:131-148)な どがいます。

　 しか し、民俗学や民俗芸能研究の研 究者以上に八月踊 りに関心を寄せて論 じてきたのは、

民俗音楽学の研究者です。

　 小川学夫 さんは、入月踊 りは奄美 のみ人月行事 として各シマで盛大に踊 られ る踊 りで、

家々を回った り「ミヤ」な ど特定の場所で踊 った りと踊 り方 には地域差があるが、何れ も踊

り手即歌い手で、その中の何人かが 「チヂ ン」と呼ばれ る独特 の太鼓 を打っ とい う踊 り・歌 ・

太鼓の 「三位一体の原則 」によって、男女に分かれたグループが交互 に歌を掛 け合 う歌掛 け

が行われ、多い ところでは40以 上の演 目が伝わ っているとしています(小 川1979・1989)。

　 松原武実 さんは、八月踊 りは奄美大島 と喜界 島 と徳之島3島 に見 られ、男女に分かれて

円陣を作 り、歌や踊 りを相互 に掛けあ うのが共通の基本的なスタイル となっているが、太

鼓の打 ち手や歌い出 しが男だった り女だった り場所によって一様ではない と、地域的な多
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様性を強調 しています(松 原1993)。

　 内田る り子 さんは、人月踊 りは奄美諸島に広 く分布する民俗舞踊で、季節の折 目にシマ

の人 々が豊年の感謝や祈願 として、踊 り手 自ら演奏す る太鼓 と集 団的な男女掛 け合いの歌

を伴奏に、シマの聖地や広場や家 々を巡って踊 られ、踊 りの動作は何 らかの意味を表す 「あ

て振 り」ではない 「集 団的象徴舞踊」であるとしています(内 田1981:1)。

　今回の映像取材や番組制作を指導 していただき、 この会場に もい らしてい る久万 田晋 さ

んは、人月踊 りは旧暦8月 を中心 に奄美大島一 円で演 じられている「集団太鼓踊 り芸能」で、

シマ によって10数 曲～40数 曲の レパー トリー がある と、従来の多 くの研 究者の様々な理解

を踏まえて簡潔 に定義 しています(久 万田1991:1)。

　 中原ゆか りさんは、八月踊 りは男女が一 円を作 り、太鼓 を伴奏に集団で歌 を掛け合いな

が ら歌い踊 る芸能で、旧暦8月 、年に一度のシマの祭 りの中で、シマの人全員が参加 して

盛大 に歌い踊 られ ると、 「シマ」との関係 を強調 した理解 を示 しています(中 原1997:5)。

　 こ うした八月踊 りに対す る従来の研究者 の理解には、幾つか共通す る点が認 められます。

　先ず1点 目は、奄美の地域的な芸能 とい うことです。人月踊 りは、上演 の機 会や踊 り方

などに場所 によって様 々な違いがあ りますが、基本的 には奄美以外 には見 られない奄美独

特の芸能 とい うわけです。但 し、奄美群島内の人月踊 りの分布域 の設定は、研 究者 によっ

て異な りますが、全体的には奄美大島・徳 之島 ・喜界 島3島 とす る理解が優勢です。つま り

八月踊 りは、奄美群島の北部3島 に分布す る奄美独特の地域的な芸能 とい うかたちで、従

来研究者 に理解 されてきた とい えます。

　 2点 目は、年 中行事的な芸能 とい うことです。 この点は、アラセツ・シバサシ・ドンガの

み八月を中心に行 われ る芸能 とい うことで、各研究者の理解はほぼ共通 していま した。

　 3点 目は、儀礼的な芸能 とい うことです。 八月踊 りが演 じられ るみ八月や豊年祭 は、何

れ も儀礼的性格を有す る年 中行事です。また、「ミャー」と呼ばれるシマの聖地で踊った り、

悪霊祓いや火伏せ として家々や街路を巡って踊った り、様 々な面で信仰的・儀礼的性格 を帯

びていることが指摘 され ていま した。

　 4点 目は、芸態の特徴です。八月踊 りはシマの老若男女全員が参加 して行 われ る集団的

な芸能で、踊 り手が男女に分 かれて輪にな り、踊 り・歌 ・太鼓三位一体で行われ るとされて

いま した。

　 5点 目は、音楽的特徴です。男女に分かれて行 われ る歌掛 け、歌い出 しを務 める リー ダ

ー格の男女の存在
、チヂンと呼ばれ る独特の太鼓 の使用、 シマによっては40曲 以上にも及

ぶ演 目といった特徴 が、特 に民俗音楽学の研 究者 によって指摘 されてきま した。

　 こ うした共通点の存在は、従来研究者の間では、人月踊 りに対す る一定の共通理解 が形

成 され てきたこ とを示 しています。 しか し、その一方で、細か く見 ると、八月踊 りの理解

に研究者 ごとの様 々な違いがあった ことも否定できませ ん。 こ うした理解の違い、八月踊

りの定義 の「プ レ」は、民俗学 ・民俗芸能研究 ・民俗音楽学な ど、研 究者の専門の違いが原因

と考えることもできます。 しか し、松原武実 さんが「八月踊 とい って も一様ではない」と指
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摘 しているように(松原1993:49)、 各地 の八月踊 りが実際に相 当多様性 に富んでいる とす

れ ば、そ うした八月踊 りの実態に起因する可能性 も出てきます。

　何れに しても、 こ うした先行研究にお ける八月踊 りの理解 のプ レに注 目す るならば、八

月踊 りとい う芸能 をどのよ うに理解す るかを実態 に即 して考えてみ るこ とは、未だに重要

性 を失っていない といえます。そ こで、大方の研究者が人月踊 りの分布域 と見な していた

奄美大島・徳 之島・喜界島3島 の人月踊 りを、改めて比較 してみたい と思います。

3.奄 美 大 島 ・徳 之 島 ・喜 界 島 の八 月 踊 り

　 (1)奄 美 大島 と徳 之島の八月踊 り

　奄美 木島 と徳之島の人月踊 りは、同系統の芸能 として一括 りに見 る研究者 も少な くあ り

ませんが、様々な違 いも見 られます。

　踊 りの呼称は、奄美大島ではほぼ全域で 「八月踊 り」と呼ばれ てい るのに対 して、徳之島

では「八月踊 り」のほか、「夏 目踊」「浜踊」「折 目踊」「千人踊」な ど、場所によって様々な呼称

で呼ばれています。踊 る機会は、奄美大島がみ人月が主で、そのほか豊年祭 ・八月十五夜 な

どにも踊 られ るのに対 して、徳之島では盆の後の初丙から戊の間に行 われ る「浜下 り」や八

月十五夜が多 くなっています。踊 る場所は、奄美大島がシマの広場や聖地、家 々の庭なの

に対 して、徳之島ではシマの広場 ・聖地・家々のほか、浜で も踊 られます。

　芸態にっいては、両島共 に、踊 り・歌・太鼓の三位 一体で、男女 の歌掛 けで行 われてい る

点は共通 します。踊 りの陣形は、両島共 に輪踊 りですが、奄美大 島は円あるいは複数の同

心円状なのに対 して、徳之島は渦巻 き状 とい う違いがあ ります。歌は、奄美大島では88

86音 の琉歌調の歌詞 を掛け合 う4句 体歌詞で、途中か らテ ンポ・ア ップす るところとしな

い ところ とあるのに対 して、徳 之島では琉歌調の歌詞 を掛 け合 う4句 体歌詞のほか、1っ

の歌詞を男女が88と86に 分けて掛 け合 う2句 体歌詞 もあ り、ほとん どの場合途中か ら,

テンポ・ア ップ します。歌の音階1ま・奄美大島が律音階が主なの に対 して徳之島は民謡音階

が主です。踊 りの演 目は、両島で一部共通するほか、多 くに繋が りが認 められます。

　 (2)奄 美 大島 と喜界 島の八月踊 り

　奄美大島 と喜界 島では、踊 りの呼称は、奄美大島ではほぼ全域 で「八月踊 り」なのに対 し

て、喜界島では 「八月踊 り」のほか、 「ミヤ踊」「イ ッソー」とも呼ばれます。踊 る機会は、奄

美大島ではみ八月 ・豊年祭 ・八月十五夜なのに対 して、喜界島では「節折 目」・シバサシ・ドン
.し ち う ん み

ふあまゆうえ一

ガ ・神社例祭 ・1浜 祝 」・八月十五夜`畳 年祭 など、様 々な年 中行事 の際に行われ る「シマ遊

び」で踊 られます。踊 る場所 は、奄美大島がシマの広場 ・聖地 ・家々なのに対 して、喜界島で

はシマの広揚や聖地のほか、神社の境 内や浜でも踊 られます。

　芸態 については、奄美 大島では踊 り・歌 ・太鼓 の三位一体で、男女 の歌掛 けで行われ るの

に対 して、喜界島では三位一体 と歌掛けを行 うのは同 じですが、歌 も太鼓 も踊 りも女性が

中心で、女性同士で歌掛 けが行われ、かつては女性が仮装や覆 面を して踊 った といわれて
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います。踊 りの陣形は、両島共に輪踊 りで共通です。歌は、両島共 に8886音 の琉歌調

で共通ですが、奄美大島で はテンポ・ア ップす るところ としない ところがあるのに対 して、

喜界島ではあま りテ ンポ・ア ップ しませ ん。歌の音階は、両島共 に律音階で共通です。踊 り

の演 目は、多 くが共通す るか繋が りが認 め られます が、喜界島には忠臣蔵 の内容 を歌い込

んだその名 もズバ リ「忠臣蔵」とい う演 目や、それぞれのシマに独 自の演 目が見 られます。

　 (3)奄 美 大 島・徳 之島 ・喜 界島の八月踊 り

　奄美大島・徳之島 ・喜界島の人月踊 りを比べてみる と、全般的には3島 それぞれの違いが

目立ちますが、全 ての面 において3島 が違 っているわけではあ りません。

　例 えば、踊 りの演 目では、3島 それぞれ固有の演 目や3島 共通 の演 目がある一方で、2

島のみに共通する演 目も見 られます。その場合、奄美大島・喜界島共通の演 目が、奄美大島・

徳之島共通の演 目よ りも多 くなっています。歌 については、男女 それぞれが8886音 の

歌詞 を掛 け合 う奄美大島・喜界島に対 して、1つ の歌詞 を男女で88と86に 分 けて掛け合

う徳之島、律音階の奄美大島・喜界島に対 して民謡音階の徳之島、歌 と踊 りが途 中か らテン

ポ ・ア ップする奄美大島北部・徳之島に対 してテンポ・ア ップ しない奄美大島南部 ・喜界島 と

いった違いがあ ります。また、踊 りの陣形は、円または同心円を作 る奄美大島・喜界島に対

して、徳之島は渦巻 き状で違っています。

　 このよ うに3島 の八月踊 りの違いを整理 してみ ると、奄美大島 と徳之島、奄美大島 と喜

界島では、奄美 大島 と喜界 島のほ うが、奄美大島と徳之島 よりも等質性 が高い ことがわか

ります。 それは、奄美大島 と徳之島の間には音楽的に1つ の断層 があ り、奄美 大島 と喜界

島は琉歌 を律音階で歌 っていて最 も奄美的であるとす る、 この地域 の歌謡 に関す る内田る

り子 さんの見解(内 田1981:36)と も符合 し、注 目されます。

4.「 奄 美 大 島 の人 月 踊 り」に焦 点 を 当 て る

　 とはい うものの、や は り奄美大島 ・徳之島・喜界島3島 の違いは大き く、見過 ごせません。

従来八月踊 りの分布域 として一括 されがちだった奄美大島 ・徳之島・喜界島において も、先

に見たよ うに、それぞれの島や地域間の八月踊 りの等質性の度合いの差が存在 していま し

た。等質性の度合が最 も高かったのは奄美 大島北部 と南部で、奄美大島 と喜界島、奄美大

島 と徳之島の順 に等質性の度合 が低 くなっていま した。

　 こ うした3島 間で共通点 と相違点が複雑に入 り組みつつ も、それぞれの島ご とに把握 が

可能であるとい う人月踊 りの実態 は、人月踊 りを、 「外界 との交流 と島内での滞留で独 自性

が歴史的に形成」されてきた 「島々の柄」が存在す る(笹原2006:31)と い う、奄美の文化の地

域性の文脈において理解す ることが可能、あるいは必要であることを示 しています。 しか

も、こ うした3島 の人月踊 りに見ちれ た地域的な特徴は、人月踊 りに限 らず奄美の音楽全

般、更には奄美文化一般にも該当す ると、内 田るり子 さんは指摘 しています(内 田1983:18

6)。 そのこ とも併せて考える と、先ずはそれぞれの島の踊 りが ど うい うものかを、実態に
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即 して理解 を試み るこ とが重要 となってきます。

　実は、 「奄美大島の八月踊 り」とい う今回の私たち民博の人月踊 りの映像取材 と番組制作

のテーマ は、こ うした検討 を経て決定 したものです。従って、同系統の踊 りが分布す る徳

之 島や喜界島に敢 えて手を広 げず奄美大島に焦点化す るとい う私たちの姿勢 にも、一定の

妥 当性があると考えています。

　そ こで次に、奄美大島の八月踊 りに焦点を絞 った私たちが、実際に映像取材や番組制作

を行 う際 に、従来の研究者 の理解 を踏まえつつ、 どのよ うなことをポイン トとしたかにっ

いて述べておきたい と思います。

5.八 月 踊 りの 踊 り方

　先ず私たちがポイン トとしたのは、八月踊 りの芸態的な特徴、づま り踊 り方で した。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 もとうた

　八月踊 りの歌は、 「元歌+共 通歌詞」とい う構造 になっています。演 目によって最初に歌

われ る歌が決 まっていて、それ を元歌 といいます。元歌は人月踊 りの演 目の数だけあ り、

シマ によって10か ら40以 上に上 ります(小 川1974:164)。 元歌を歌 った後は、700以 上ある

といわれ る共通歌詞(恵 原1982:308)か ら適 当なものを選んで歌い継 いでいきます3。 こ う

した歌をシマの人々が男女のグループに分かれ、輪になって掛 け合いなが ら、踊 り、太鼓

を打つ とい う、踊 り・歌 ・太鼓の三位一体で行われます。

　男性 と女性が交互に歌 を掛け合 う歌掛けは、八月踊 りの最 も大 きな特徴 とされます。歌

掛 けでは、男女それぞれの グループに 「サキダチ」「ウチダシ」な どと呼ばれ る リーダーがい

て、彼 らが相手の歌の歌詞 に応 じて共通歌詞の中か ら適 当な歌詞 を選んで歌い出す と、ほ

かの人々がそれに唱和 します。

　奄美大島に昔か ら伝 わる歌に 「シマ ウタ」があ ります。・シマ ウタは、三味線 が伴奏 で用い

られ、男女間や女性同士で、個人対個人で歌掛けが行われ るといった八月踊 りとの違いが

あ りますが、 シマ ウタも八月踊 りも共に歌掛 けを基本 としていることや、演 目や歌詞に共

通のものがあることは、両者が基本的 に同 じ音楽文化に根 ざしてい るごとを示 しています。

　人月踊 りでは、歌掛けの際に相手に対 して的確 に歌を返す即興性が重要視 されていて、

「歌掛けは勝負」といわれる程です。歌掛 けでの相手の歌に対す る歌の継 ぎ方には、順番が

決 まった一連の定型的な歌詞 を歌い継 いでい く「ナガ レ」と、相手 の歌に応 じて共通歌詞か

ら適 当な歌詞 を選んで歌い継いでい く「ナラベ」の2通 りがあ ります。 ナラベには、同系統

の事物 を歌い継 ぐ・相手の歌の内容 に対す る批評や感想 ・相手の歌詞の一部を取 った り形式

を真似た りす るといったや り方があ ります(小川1989:177)。

6.奄 美 大 島 の八 月 踊 りの違 い

　奄美大島の北部 と南部では、歌の掛け方 に違いが見 られ ますが、それ に限 らず様 々な違

いが見 られ るのは先 に述べた通 りです。そ うした奄美大島内の人月踊 りの違い も、映像取

材や番組制作 の際の重要 なポイ ン トにな りま した。
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　 地域 ごとの違 い として従来か ら指摘 されてきたのは、南北で明確 な様式の違いが見 られ

ることです。松原武実 さんは、それを、 「奄美大島北東部の北部(多 声)様 式」と「奄美大島西

南部の南部(単 声)様 式」と指摘 しま した。松原 さんによれ ば、2つ の様式の違いは様 々な音

楽的側面において認 められ ます。北部様式は男女の歌の旋律や音域 が異 なるのに対 して、

南部様式 は男女の旋律が同 じで音域 も同 じです。歌掛けは、北部様式で は男女共に相手の

歌に被せて歌い出 します。 また、次第 にテ ンポ・ア ップ し、途 中で曲調 を変える場合もあ り

ます。それに対 し、南部様式では、相手の歌に被せることはな く、テンポ・ア ップや 曲調 を

変 えることもあ りません。音楽構造 としては、北部様式 は複雑で南部様式は単純なので、

最初に単純 な構造 の南部様式が奄美大島南西部で発生 し、それが北西部 に伝 わって、複雑

な構造の北部様式へ と変化 したのではないか としています(松 原1993)。

　 こうした松原 さんの見解 に対 しては、八月踊 りでは同 じシマにおいて も人 によって歌い

方に違いが見 られ ること、2つ の様式は松原 さんが指摘す る双方の境界線付近ではっき り

と分かれ るのではな く、徐 々に変 わってい くこと、現在 も様 々なかたちで北部様式 の南部
'
への伝播 が進行 してい ることを考えると、様式の分布や南部か ら北部へ の伝播 に伴 う様式

の変遷 といった想定は、やや シンプルす ぎて無理がある と、久万 田晋 さんは疑問を呈 して

います(久 万 田1995)。

　 しかし、奄美大 島南部 と北部の入月踊 りには、松原 さんが指摘するよ うな類型的 な様式

の違 いが実際に存在 してい ることも確 かです。松原 さんの両様式間の伝播や新 旧に対す る

見解 の適否 はひ とまず措 いて、両者 を地域的な多様性の指標 と考 えるな らば、松原 さんの

整理 にも一定の妥 当性 が認 め られるのではないで しょうか。

　 そこで、改めて北部様式 の八月踊 りと南部様式の八月踊 りについて比べてみ ると、音楽

構造の面以外 にも違いが見 られ るこ とがわか ります。上演 の機会 は、かつては両者共にみ

八月、盆の送 り、八月十五夜、豊年祭、九月九 日な どに踊 られ ていま したが、近年 は、北

部様式ではアラセ ツ とシバサ シで、南部様式では豊年祭 で踊 られ る場合が多い とい う違い

が見 られ ます。太鼓の打ち手 は、北部様式の女性に対 して南部様式は男性です。踊 りの次

第は、かつては両者共 にミャーな どの広場か ら家々を巡って広場 に戻る とい う順序 で共通

していま したが、現在は、南部様式の地域においては広場 で踊るだけの ところが多 くなっ

ています。

　 このよ うに、北部様式 と南部様式 の八月踊 りに様 々な面で類型的な違 いが見 られること

は、奄美 大島の人月踊 りについて、全体的 な様相を把握 した り様 々な問題 を発見 した りす

る際に、両者 を指標 とすることの有効性 を示 しています。

7.入 月 踊 りの 儀礼 性

　八月踊 りが特定の年 中行事 の際に行われてきたことは、それが単なる娯楽ではな く、あ

る種の儀礼的性格 を帯びていることの現れ と考 えるこ とができます。そ うした八月踊 りの

儀礼性 も、映像取材や番組制作の際のポイン トにな りま した。
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　八月踊 りの最 も代表的な上演の機会はみ人月です。み人月は、新 しい「蕎」を迎 えての祭

りとい う認識は奄美大島全域 でほぼ共通するものの、アラセツは火(日)の 神祭 り・豊作感謝

と祈願 ・先祖祭 り・悪霊祓いな ど、シバサシは悪霊祓 い・水神の祭 り・土の神 の祭 り・先祖(コ

ー ソガナ シ)祭 りな ど、 ドンガは先祖祭 り・ネズ ミの祭 りな どとい うよ うに、行事 の内容や

意味は地域によって様 々です(小 川1979:37)。 しか し、何れに して も、ある種の儀礼性、

信仰 的な性格 を帯びて いるとい う点では変わ りませ ん。因みに、奄美大島のアラセ ツ行事

として有名 な龍郷町秋名の 「ショチ ョガマ」や 「平瀬マ ンカイ」でも、様々な場面で八月踊 り

が行 われています。

　み八月 に行われ る八月踊 りの儀礼性 は、シマの家 々を巡 って行 われ る「ヤマワ リ」に も見

ることができます。 ヤマワリは、シマの道々や家々を祓い浄 め、祝福す るために行われ る

とされています。 かつ ては全戸 を巡 っていま したが、現在 は、全戸 を巡る ところは少なく

なくな りま した。

　ヤマワリのや り方にも儀礼性が認 められます。訪れた家で最初に踊 る演 目は「祝っけ」(笠

利町)や 「庭踊」(大和村)、 道行きの際に歌 う曲は「おぼこれ」(笠利町)や 「アシナ レ」(大和村)

とい うよ うに大抵決 まっていて、これ らは祓い浄めや祝福 を目的 とす る儀礼的な演 目です4。

　ヤマワ リでは 「ノロ」との関係 も見 られ ます。ヤマ ワリをノロの家から踊 り始 めた り(大和

村)、 ヤマワリで踊 り始める家 をノロが占った り(笠利町)、 豊年祭 においてノロが祈祷を行

ってか ら踊 り始 めた りす るところもあ ります。奄美 大島南部の宇検村阿室でも、アラセ ツ

とシバサシには人月踊 りが踊 られますが、ヤマ ワリの八月踊 りが ノロ宅や ノロが祭 りを行

うアシャゲを巡 っています。

　そのほか、八月踊 りは盆か ら豊年祭までの間 と ドンガ以外は踊ってはいけない と踊 る期

間が限定 されていた り(大和村)、 盆の送 りの後の八月踊 りは 「グシャンチ ュ」(精霊)や 「オワ

フジィ」(先祖)と 「ギイス」(人間)「ギスヌ ックワ」(現世の人)の 踊 り比べ といわれ た り(瀬戸

内町)と いったことも、一種の儀礼性の現れ とい えるで しょ う。

8.も うひ とつ の人 月 踊 り

　奄美出身の民俗学者 である恵原義盛 さんは、 自らの子供の頃の八月踊 りの体験を次のよ

うに述べています。

　 「子供の頃」に「最 も待 ち焦がれたのが八月の節」で、 「人月踊 りがあることが何 よりの楽 し

み」だ った。 「サキザ レの火が高倉の前 を通る とき、私の家では 「あ！ やってきたぞ!」 と色

めきたっ」。 「家の中では「それ酒の用意、それハナの用意」と大わ らわ」で、 「母 は「芋の葉の

露」と称す る曲が好み」だが、「彼等は」「要望 も しないのにその曲を打ち出」す。人月踊 りは

「経験 のある者 な らどんな娯楽にも味わえないII惚 境 ともい うべ き楽 しさ」があ り、 「季節の

訪れ によって潜在意識の郷愁が呼び覚まされ」、「八月踊 りの,恍惚境 に浸 りたい衝動で参加

する」(恵原1982:298-299)。

　 この文章 は、人月踊 りの理解を巡って、先 に見たよ うな定義や分布や芸態や儀礼性な ど
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とは性格 の異な る問題が存在 していることを気付かせて くれ ます。 それ は、八月踊 りを実

際に踊ってきたシマの方々が、八月踊 りをどのように認識 し、 どの ような思いで踊 ってき

たか、当事者の八月踊 りに対する理解や認識 とい う問題 です。わた した ちは、 この点 も、

映像取材や番組制作の重要なポイン トになると考えま した。

　こ うした点へ の注 目は、かつて柳 田国男が主張 した 「郷土研究」の考 え方 に通 じます。柳

田は郷土研究 を、 「郷土 を研 究 しよ うとして居たので無 く、郷土で或 ものを研 究 しようとし

て居」て、「その 「或 もの」とは」「日本人 の生活、殊 にこの民族 の一段 としての過去の経歴」で

あ り、 「それを各 自の郷土に於 て、も しくは郷土人の意識感覚を透 して、新たに学び識 らう

とす るのが我 々 どもの計画であつた」(柳田1970a:67)と 述べ ています。つま り郷土研究 と

は、地域 の人々の生活意識や生活感 覚を通 して、地域の歴史や文化や生活 のあ りよ うを解

明す ることとい うわ けです。当時柳 田は、民俗学を郷土研究 と呼んでいま した。従って、

こうした柳 田の郷土研究の主張は、本来民俗学が 目指 した視角だったといえます。

　柳 田は民俗学の資料を、 目で見ることができる生活の様相 の「体碑」、耳で聞 くことがで

きる言葉 の「口碑 」、心で感 じる生活意識や感覚の 「心碑」の三つに分類 し、その中で も心碑

が最 も重要 と位置付けま した。 当事者 の八月踊 りに対す る理解や意識は、まさに心碑 に当

た ります。但 し、心碑 の理解は外 から調査に訪れた者に とっては容易ではな く、柳 田も「郷

土人の感覚 ・同郷同国人でなけれ ば理解 の出来ぬ部分」(柳田1980)で ある と述べています。

しか し、容易ではないか ら無視 して もいい とい うこ とにはな りませ ん。 対象 を実際に担っ

ている現地の人 々の理解や意識 と全 く無関係 に、対象の理解 を行 うことが十分でないのは

明 らかです。八月踊 りに関 しても、それぞれ のシマの方々が、 どのよ うな意識や感覚を抱

いて踊ってきたかに十分 に注意を払 う必要があるはずです。

　そ うした考えか ら、私 たちは各地のシマの方々か ら八月踊 りに関す る話を伺い、その中

の何人かの話を番組の中で紹介 しています。 しか し、問題 はそれで片付 きません。そ もそ

も、シマの外 の人間である私たちが、八月踊 りについて映像取材や番組 制作 を行 うことが

果た して可能なのか、あるいは どのよ うな意味があるのか といった問題が依然 として残 る

か らです。その点を どう考えればいいので しょうか。

9.郷 土研 究 の落 と し穴

　柳 田国男 は、郷 土研究にお ける郷 土の人 々の視点や主体性 の重要 さを強 く主張す る一方

で、郷:ヒ研究が陥 りやすい落 とし穴を次の ように指摘 しています。

　郷土で郷土研 究を行 う人々が 「陥 りやすい速断」は、対象 が 「自分の土地に しかない と、珍

しさを強調」すること、また、反対にそれが「あ りふれた世間並 と思って、注意 を怠る」こと

である。 「郷土研究がそれぞれの郷土の人々によってな されなければならぬといふことは」、

「単に各地の区画的分担 を必要 とす ることを意味す るばか りで、孤立 してはその効 を奏 し得

ぬ」とい うわけです(柳 田1970b:291)。

　 ここでは柳 田は、郷土で郷土の ことを考 える場合、ものの見方が狭 くな りがちで、その
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結果、理解や認識がお国 自慢的になった り注意不足 になった りして不十分なものにな って

しま う。 それ を克服 し、 よ りよく郷土のことを理解 し認識す るためには、 自らの郷土以外

の地域の様相や 、郷土以外 の人々の見方や考え方 との比較や参照が不可欠であると指摘 し

ています。

　こ うした柳 田の考 えに従 えぱ、私たちの映像取材や番組制作は、シマの外か らの八月踊

りに対す るひ とつの見方を提示することで、それぞれのシマ の方々に、 自らが踊ってきた

八月踊 りをよ りよく理解 し認識するための比較や参照 の機会 を提供す ることにな るのでは

ないで しょうか。

10.よ りよい 八 月 踊 りの 理 解 を 目指 して

　私たちの映像取材や番組制作は、 「人月 踊 りはこ うである」とい った定説的な理解 を作 り

上げ ようとす るものではあ りません。様々な立場か ら様々な理解の可能性がある中で、ひ

とつの見方 を示 してい るに過 ぎない とい うことは、強調 してもし過ぎることはあ りませ ん。

シマの方々の見方 にせ よ、シマの外 か らの私たちの見方 にせ よ、何れ に して も目指 される

べ きは、最終的にはよ りよい八月踊 りの理解 とい うことにな ります。

　それでは、八月踊 りのよ うな、地域の人 々に よって行われ 、伝 えられてきた物事のより

よい理解 とは、果た して どの よ うな もので しょ うか。 そ してそれは、 どの よ うに可能で し

ょうかρ これ はなかなか難 問で、今の私に もきちん と答 えることはできませんが、常々考

えていることならば幾つかあ ります。　　　　　　　　　　　　　 ・

　例えば、地域内外 の様 々な立場の多 くの人々の声が十分に反映 され た結果であること、

それに接することで、地域の人々が 自らの生活や歴 史や文化 を改 めて考 える契機 となると

共 に、地域内外の様々な立場の人々の考 えや意見が交わされ る契機 となること、そ して更

に、将来地域 の人々が、過去 を顧み、地域の歴史を自ら考 える材料 となることといったと

ころです。

　それ は、柳 田国男が述べている「郷土誌」に近い といえるかも知れません。柳 田は、 「郷土

誌 は、個々の郷土が如何 に して今 日有るを致 したか、又如何なる拘束 と進路 とを持ち如何

なる条件の上に存立 して居 るかを明 らかに し、其志 ある者 を して此材料 に基いて、 どうす

れ ば今後村が幸福 に存続 して行かれ るかを覚 らしむるや うに、便宜 を与えなけれ ばな らな

い」と述べています(柳 田1970b:9>。 っま り、郷土誌 とは、単に地域 の人々の生活や歴史を

記 した書物ではな く、地域 の人々の生活や歴史 を記す と共 に、地域 の人々が、将来的によ

りよい生活 を実現する契機 とな る書物であるべき翠 とい うわけです。

　それ を八月踊 りに即 して言い換 えれば、 シマの方々が、 自らの八月踊 りを どのよ うに行

い、どのよ うに伝承 してきたか を示す と共 に、シマの方々が 自らに とってよ りよい八月踊

りを将来如何に実現するかに繋 がるよ うな、人月踊 りの 「郷土誌」とい うことになるか と思

います。

　 そんな柳 田がい うところの郷土誌 に少 しで も近づ くよ うに、私たちは、皆 さんにこれか
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ら見ていただく番組 を作ったつ も りです。果た して出来は どうで しょうか。実際にご覧い

ただいた後で、忌愕 のないご意見 をいただければ と思います。

・以下、暦や年 中行事の時期は、基本的に旧暦である。

2奄 美大島では、集落を「シマ」と呼んでいる。以下、「シマ」と表記 した場合 は集落を指す

もの とす る。
3奄 美市笠利 町宇宿 に伝 わる何冊かの八月踊 りの歌集 において、掲載 された歌詞は、最大

268で あるとい う(内田・久万田1995)。 また、小川学夫によれば、奄美民謡 は一説に150

曲3000種 存在す るとい う(小川1974:165)。
4歌 に関わる儀礼性 とい うことでは、瀬戸内町油井で、八月踊 りの ミャー踊 りの歌は神に

捧げる歌 とされていて、 ミャーでの踊 り全体が儀礼性 を帯び る場合 もあることがわかる。
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